































平成 20 年 3 月 8 日に小学校学習指導要領を改訂し，小学校第 5 学年及び第 6 学年に外
国語活動が位置づけられた。その後，平成 23 年度より，新学習指導要領が施行され，
小学校第 5，6 学年において外国語活動が完全実施されることとなった。また，平成 25
年 10 月 23 日付読売新聞朝刊において，外国語活動が小学校第 3 学年から実施される
こと，第 5 学年からは正式な「教科」として扱われ，週 3 回の実施が想定されている
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 調査対象は，徳島市内の S 小学校 2 年生児童 27 名，4 年生児童 30 名，6 年生児童 27
名である。調査期間は，平成 25 年 9 月 2 日から平成 25 年 9 月 9 日である。 
 
3.3 研究方法 






















































































簡単だった 10(37.0) 11(36.7) 6(23.1)
どちらかといえば簡単だった 5(18.5) 8(26.7) 4(15.4)
どちらでもない 3(11.1) 4(13.3) 6(23.1)
どちらかといえば難しかった 4(14.8) 4(13.3) 5(19.2)
難しかった 5(18.5) 3(10.0) 5(19.2)






わかった 13(48.1) 26(86.7) 10(38.5)
どちらかといえばわかった 8(29.6) 2(6.7) 8(30.8)
どちらでもない 3(11.1) 2(6.7) 2(7.7)
どちらかといえばわからなかった 0(0.0) 0(0.0) 3(11.5)
わからなかった 3(11.1) 0(0.0) 3(11.5)





3.5.2 リスニング・スピーキングテスト結果  
事前と事後での点数の伸びは，8 点満点のリスニングテストでは，低学年は 3.45 点
(t(26)= -7.864, p < .01)，中学年は 4.1 点(t(29)= -11.292, p < .01)，高学年は 2.07 点(t(25)= 
-6.429, p < .01)の上昇が見られた。また，15 点満点のスピーキングテストでは，低学年
は 5.22 点(t(15)= -11.172, p < .01)，中学年は 6.73 点(t(14)= -8.661, p < .01)，高学年は 3.19














































 絵本は児童の発達段階を考慮して選本した。低学年には，From Head to Toe (Eric 
Carle )を使用した。児童に身近な動物，動作，体の部分の英語を学び，身体表現をし
ながら活動ができ，好きな動物になって役割読みができる。中学年には，Who ate all 
the cookie dough? (Karen Beaumont)を使用した。繰り返しが多く，リズミカルな英
語で構成され，最後にオチがあるストーリーを楽しむことができる。様々な動物が登











といえば楽しかった」の合計は，低学年 92.6％，中学年 96.7％，高学年 57.7％である
（表 3，図 1）。次に，「英語絵本を使った活動は簡単だったか難しかったか」の項目
では，「簡単だった」と「どちらかといえば簡単だった」の合計は，低学年 55.5％，
中学年 63.4％，高学年 38.5％である（表 4，図 2）。「絵本の内容がわかった」の項目
では，「わかった」と「どちらかといえばわかった」の合計は，低学年 77.7％，中学




楽しかった 24(88.9) 26(86.7) 8(30.8)
どちらかといえば楽しかった 1(3.7) 3(10.0) 7(26.9)
どちらでもない 0(0.0) 1(3.3) 4(15.4)
どちらかといえば楽しくなかった 0(0.0) 0(0.0) 4(15.4)
楽しくなかった 2(7.4) 0(0.0) 3(11.5)
合計 27(100) 30(100) 26(100)
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平均値 t値 平均値 t値 平均値 t値
事前 2.22 2.93 3.81
事後 5.67 7.03 5.88
事前 5.78 7.60 8.56
事後 11.00 14.33 11.75
低学年 中学年 高学年
リスニングテスト -7.864** -11.292** -6.429**

















































篠村 恭子（SHINOMURA Kyoko） 
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 広島大学附属小学校では，平成 25 年度より第１学年から英語を教科として指導する
「英語科」を創設した。初年度（平成 25 年度）は，①６年間の系統性のある小学校英
語科カリキュラムの作成と実践，②評価方法の開発，③CLIL（Content and Language 
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